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日本史コース専攻に関するＱ＆Ａ 

 

１．日本史コースの専門科目は？ 

 

Ｑ 日本史コースで学ぶ科目の、大まかな種類や履修の方法について教えてください。 

Ａ 日本史コースの専門科目は、必修科目と選択科目に大きくわかれています。必修科目は、卒

業までに必ず履修しなければならない科目です（履修して単位を取得しなければ卒業できま

せん）。必修科目はさらに演習科目（日本史演習１～９・卒論）と講義科目に大別されてい

ます。いずれも履修する学年の指定があるので、原則として配当年次に履修してください。 

 

Ｑ 日本史演習とはどんな科目ですか？ 

Ａ 日本史演習は、史料・文献などを読んだり、発表・報告・討論などを行ったりして、日本史

を学ぶ科目で、履修者の積極的参加が特に求められます。２年生では「日本史演習１」から

「日本史演習４」の４科目、３年生では「日本史演習５」から「日本史演習８」の５科目、

４年生では「日本史演習（卒論）春学期」・「日本史演習（卒論）秋学期」の２科目があり

ます。２年生・３年生は４科目ずつ、４年生は卒論演習２科目で、合計 10 科目 20 単位を履

修しなければなりません。 

 

Ｑ 日本史演習の履修方法はどのようになっていますか？ 

Ａ 「日本史演習１」から「日本史演習８」は、Ａ（春学期）・Ｂ（秋学期）に分かれているの

で、各番号のＡかＢのどちらかを履修します。２年生と３年生は、古代・中世・近世・近現

代のすべてを学び、４年生で特定の時代の卒論演習を選択することになります。 

 

<春学期>                  <秋学期> 

２年次 日本史演習１Ａ（古代）   日本史演習１Ｂ（古代） 

日本史演習２Ａ（近世）   日本史演習２Ｂ（近世） 

日本史演習３Ａ（中世）   日本史演習３Ｂ（中世） 

日本史演習４Ａ（近現代）   日本史演習４Ｂ（近現代） 

 

３年次 日本史演習５Ａ（古代）   日本史演習５Ｂ（古代） 

日本史演習６Ａ（中世）   日本史演習６Ｂ（中世） 

日本史演習７Ａ（近現代）   日本史演習７Ｂ（近現代） 

日本史演習８Ａ（近世）   日本史演習８Ｂ（近世） 

日本史演習９Ａ（近現代）          日本史演習９Ｂ（近現代） 
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４年次 日本史演習（卒論）春学期   日本史演習（卒論）秋学期 

※「日本史演習（卒論）」は春学期・秋学期とも必修。 

 

◆２年生（日本史演習１Ａ～４Ｂ） 

１年間で古代・中世・近世・近現代の４時代をひととおり履修します。基本は春学期・秋

学期に、それぞれ違う時代の「日本史演習」を２コマずつ履修し、合計４コマ８単位という

計算です。同じ番号はＡかＢのどちらか一方しか、履修できません。 

たとえば、春学期に１Ａ・２Ａを履修した場合、秋学期は３Ｂ・４Ｂを履修することにな

ります（１Ｂ・２Ｂはとれません）。 

したがって、皆さんが履修するパターンを表にすると、次のようになります。 

 

必修演習科目 学期 
パターン 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

日本史演習１Ａ（古代） 

春
学
期 

○ ○ ○    

日本史演習２Ａ（近世） ○   ○ ○  

日本史演習３Ａ（中世）  ○  ○  ○ 

日本史演習４Ａ（近現代）   ○  ○ ○ 

日本史演習１Ｂ（古代） 

秋
学
期 

   ○ ○ ○ 

日本史演習２Ｂ（近世）  ○ ○   ○ 

日本史演習３Ｂ（中世） ○  ○  ○  

日本史演習４Ｂ（近現代） ○ ○  ○   

 

 

◆３年生（日本史演習５Ａ～９Ｂ） 

１年間で古代・中世・近世・近現代の４時代をひととおり履修します。基本は春学期・秋

学期に、それぞれ違う時代の「日本史演習」を２コマずつ履修し、合計４コマ８単位という

計算です。同じ番号はＡかＢのどちらか一方しか、履修できません。 

なお、近現代は日本史演習７と日本史演習９の２種類があり、どちらかを選択することが

できます（※ただし 2023 年度、日本史演習９は休講です）。 

たとえば、春学期に５Ａ・６Ａを履修した場合、秋学期は７Ｂ（または９B）・８Ｂを履

修することになります（５Ｂ・６Ｂはとれません）。 

したがって、皆さんが履修するパターンを表にすると、次のようになります。 
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必修演習科目 学期 
パターン 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

日本史演習５Ａ（古代） 

春
学
期 

○ ○ ○    

日本史演習６Ａ（中世） ○   ○ ○  

日本史演習８Ａ（近世）  ○  ○  ○ 

日本史演習７Ａ（近現代） 

または   ○  ○ ○ 

日本史演習９Ａ（近現代） 

日本史演習５Ｂ（古代） 

秋
学
期 

   ○ ○ ○ 

日本史演習６Ｂ（中世）  ○ ○   ○ 

日本史演習８Ｂ（近世） ○  ○  ○  

日本史演習７Ｂ（近現代） 

または ○ ○  ○   

日本史演習９Ｂ（近現代） 

 

 

Ｑ ４年生配当の日本史演習（卒論）ではどのようなことをするのでしょうか。 

Ａ 文学部日本史コースの卒業論文は、およそ 20,000～32,000 字書くものです。そのために、

４年生の 12 月に提出する時まで、卒論執筆の指導を受けます。卒論のテーマに即して、古

代・中世・近世・近現代のうち、一人の卒論指導教員のもとで、毎週日本史演習（卒論）を

受講します。春学期・秋学期の２科目は卒業に必須の科目です。 

 

Ｑ 演習についてはわかりました。つぎに必修の講義科目について教えてください。 

Ａ 必修の講義科目は「日本史講義１」から「日本史講義８」で、古代・中世・近世・近現代、

あるいは前近代・近現代に分かれています。１～４は２年生、５～８は３年生に配当されて

おり、自動的に登録されます。 

 

Ｑ 選択科目にはどんな科目がありますか。 

Ａ 日本史概論、古文書学、日本社会経済史、日本戦争史、日本女性史、などの科目があります。

２年次から４年次まで、いつでも履修できますから、講義要項で内容を検討し、時間割を確

認した上で受講してください。 
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２．卒業論文とは？ 

 

Ｑ 文学部では卒論が必修で、しかも８単位だそうですね。卒業論文というのは、どのようなも

のでしょうか。また卒論に向けてどんな準備をしたらよいのでしょうか。 

Ａ 大学院進学者を除くと、卒業生のほとんどは社会人として巣立っていきます。学校教育の総

仕上げが卒論とも言えます。一生の記念になるものですから、これまでの人生で考えてきた

ことが反映された卒論を書いてください。日本史コース室には、各時代の卒論のうち、すぐ

れたものが保管されているので、先輩がどのような卒論を書いたか参考になります。卒論提

出までのタイムスケジュールは以下の通りです。 

 

【３年】卒業論文計画書を提出し、仮指導を受けます。 

９月：卒業論文計画書の提出 

仮題目、内容の概略などにもとづいて指導教員が決まります。 

11～12 月：卒業論文の仮指導 

指導教員ごとに卒論の仮指導を行います。 

 

【４年】指導教員から卒論指導を受け（日本史演習（卒論）春学期・秋学期）、卒論を提出

します。 

10 月：卒業論文題目届の提出 

メイン・タイトル決定 

12 月：卒業論文の提出（サブ・タイトルをつけて提出可能） 

〆切に遅れると受理されませんから要注意。 

１月：卒業論文の口述試験 

一人ずつ、指導教員の厳しい？質問に答えます。 

３月：卒論は卒業式で返します。一生の記念に！ 

 

Ｑ ３年生の９月に提出する卒業論文計画書とは、どのようなものですか。 

Ａ 卒業論文計画書には、仮タイトルのほかに研究の概要、文献リストも書かなければなりませ

ん。つまり、この時点で、どのような関心からあるテーマを取り上げるのか、関連文献にど

のようなものがあるのかが、書けることが必要です。指導教員は、この計画書をもとにして

決定されますので、少なくとも古代・中世・近世・近現代のどの時代をとりあげるのか、明

確にしておくことが求められます。 

 

Ｑ なるほど。では、どのようにして卒論のテーマを決めたらいいでしょうか。 

Ａ ある事柄に関心をもったら、まずは一般向けの関連書籍を数冊、読んでみてください。次に
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もう少し専門的な著書や論文を読んでみてください。早稲田大学は、戸山図書館や中央図書

館・高田記念図書館に大量の蔵書を持っていますので、図書に困ることはまずありません。

関連書籍を丁寧に読むと、誰が何をどのような観点から研究しているのか、どのような史料

を使っているのか、現在の研究状況はどうなっているのか、おおよその姿がつかめます。研

究史については、『史学雑誌』という学術雑誌が毎年５月号で、前年の日本史研究について

まとめていますので、これも参考になります（日本史コース室にも配架）。 

次に、これまでの研究が論拠としてきた史料を自ら確認することです。同じ史料でも研究

者によって解釈が異なることがあります。知識の違いからくる場合もありますが、無意識の

先入観による場合も少なくありません。史料解釈は歴史研究の根幹ですので、できるだけそ

の力を３年生までに磨いておいてください。 

 

Ｑ これまで卒論ではどんなテーマが扱われてきたのでしょうか。 

Ａ 卒論でとりあげられたテーマとして、2021 年度提出の卒論一覧をのせましたので、参考に

してください。 

卒業論文題目一覧（2021 年度提出） 

 

《古代》 

・倭の五王の正体について 

・陸奥話記にみる東北史 

・古代における相撲の社会的意義 

・日本古代の苑池とその機能 

 

《中世》 

・復元の社会史 

・室町時代後期における山科家の経済活動 

・上野国長楽寺における薬の使用 

・長篠の戦いと諸大名の関連について 

・羽柴秀吉と本能寺の変 

・関ヶ原合戦から見る島津・徳川両氏の関係

性 

・『吾妻鏡』における武家の乳母に関する一

考察 

・浅井の謀反に関する一考察 

 

 

《近世》 

・文化・文政期における江戸三座の商業的側    

 面 

・「瘠我慢の説」からみる福澤諭吉の思想 

・近世後期の寺子屋における教育 

・江戸時代の性風俗史料にみる陰間の実態 

・安政期のコレラ流行と江戸における民衆の

対応 

・大正・昭和初期の性教育書における「同性

愛」 

・廃仏毀釈運動における排仏論の展開 

・近世初期の武家における男色の評価 

・江戸中期における男女関係の倫理観 

・近世江戸における種痘の普及過程 

・一九世紀における徳川家康イメージとその

変化 
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《近現代》 

・鉄道唱歌と明治 

・日本の女性差別の根底にあるものとは 

・昭和前期における北方性教育運動の意義 

・日本海軍の航空戦術 その思想の実践 

・1910 年代の国家構想 

・1960 年代から 1970 年代の少女漫画におけ

る「死」の描写の変遷 

・二重国籍問題解消運動からみる対米意識 

・言文一致運動の変遷と最盛期についての考   

 察 

・従軍者の記録から見る日露戦争 

・明治中期の「壮士」像 

・近現代の日本人の肉食意識 

・戦後の「独身」女性とフェミニズム 

・観光地としての山下公園の成立 

 

 

・近代日本における公娼制度廃止に関する考  

 察 

・近代日本の蚕糸教育 

・明治期の国家体制と洋装化の関連について 

・戦前期地方都市の旧制中学における旧制高

校設置の影響 

・占領期 新たなる固定と忘却 

・東京ゴミ戦争に関する考察 

・予言する妖怪アマビコはどこからきたのか 

・戦後におけるジャズ需要の再定義 

・廃兵の売薬行商行為に関する研究 

・北海道における遊廓の移転 

・戦後戦争映画に視るに視る加害者的視点と

戦後の戦争受容 

・救貧思想と地方改良事業 

 

 

 

Ｑ 卒論のタイトルは途中で変更することはできますか。 

Ａ 途中でタイトルが変わるのは、むしろ普通のことです。ただし、３年生の冬ごろから就活で

忙しくなり、思うように卒論は進みません。４年生の途中で大幅なテーマ変更がないよう、

３年生のうちにしっかり準備しておいてください。 

参考までに３年生の９月に提出した仮題目が、４年生の 12 月提出時にどう変わったか、

2021 年度に提出された卒論の一部を紹介します。題目が具体的になったものもあれば、し

ぼりこまれたものもあり、テーマが大幅に変わったものもあります。 

 

 ［仮題目］ ⇒ ［提出時の題目］ 

《古代》 

・ 武士・武術の始まり ～武士はなぜ武力と権力

を手に入れたのか～ 

⇒ 陸奥話記にみる東北史 ―「前九年の役」安倍

氏の実像― 

・ 日本のプロスポーツの歴史と役割 ⇒ 古代における相撲の社会的意義 ―貴族日記を

中心に― 

・ 江戸を支えた都市近郊農村の暮らし ⇒ 日本古代の苑池とその機能 —古代禁苑の政治

的機能を探る— 
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《中世》 

・ 中世埼玉の商業と流通 ⇒ 上野国長楽寺における薬の使用 

・ 長篠合戦を検証する ―他勢力に与えた影響を考

察して― 

⇒ 長篠の戦いと諸大名の関連について ―武田氏

と石山本願寺の関係に注目して― 

・ 中世の交通について ⇒ 羽柴秀吉と本能寺の変 ―秀吉は本能寺の変を

予測していたのか― 

・ 「釣り野伏せ」から見る偽装退却戦術に関する

一考察 

⇒ 関ヶ原合戦から見る島津・徳川両氏の関係性 

―戦後処理から考察する家康の意図― 

・ 日本中世武家における女性の家庭的・社会的役

割に関して 

⇒ 『吾妻鏡』における武家の乳母に関する一考察 

―源頼朝乳母・摩々をめぐる諸問題について― 

・ 浅井長政裏切りの真相 ⇒ 浅井の謀反に関する一考察 ―反信長包囲網の

形成を中心に― 

 

《近世》 

・ 中世芸能に進出した女性芸人について ⇒ 文化・文政期における江戸三座の商業的側面 

・ 福沢諭吉の武士道観 ⇒ 「瘠我慢の説」からみる福澤諭吉の思想 

・ 近世の庶民教育 ⇒ 近世後期の寺子屋における教育 ―寺子屋玉松

堂の実態と教育内容― 

・ 芸術作品に見る男色 ―江戸時代を中心に― ⇒ 江戸時代の性風俗史料にみる陰間の実態 

・ 日本近現代における同性愛者への眼差しについ

て 

⇒ 安政期のコレラ流行と江戸における民衆の対応 

―新型コロナウイルス感染症との比較― 

・ 「廃仏棄釈運動が起こった背景について」「幕

藩体制下における寺院の持つ役割」 

⇒ 廃仏毀釈運動における排仏論の展開 

・ 近世初期における衆道の実態について ⇒ 近世初期の武家における男色の評価 

・ 江戸期の性交説話から分析する性俗観について ⇒ 江戸中期における男女関係の倫理観 

・ 瓦版から読み取る当時の庶民文化 ⇒ 近世江戸における種痘の普及過程 ―大坂の除

痘館との比較― 

・ 江戸時代における徳川家康のイメージ ―東照

宮の視点から 

⇒ 一九世紀における徳川家康イメージとその変化 

 

《近現代》 

・ 『鉄道唱歌』をめぐる明治史 ⇒ 鉄道唱歌と明治 

・ 大正新教育運動と国家主義教育の連続性に関す

る考察 

⇒ 昭和前期における北方性教育運動の意義 ―郷

⼟への視点を中心に― 

・ 15年戦争下における漫画と社会の関係 ⇒ 1960年代から1970年代の少女漫画における「死
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」の描写の変遷 

・ アメリカにおける二重国籍問題から視る、「日

本人」定義の変化 

⇒ 二重国籍問題解消運動からみる対米意識 ―日系

移民たちの関係の中で生まれた変化とその限界― 

・ 日本文学史 明治期における文明開化と文学の

関係 

⇒ 言文一致運動の変遷と最盛期についての考察 

・ 大正デモクラシーから軍国主義へ ⇒ 従軍者の記録から見る日露戦争 ―従軍日記・

手紙を中心に― 

・ 『通諭書』研究 ―民権家の視点から― ⇒ 明治中期の「壮士」像 ―雑誌評価および井上敬

次郎、伊藤痴遊の個人史的考察― 

・ 明治期における食肉文化の変化 ⇒ 近現代の日本人の肉食意識 

・ 山田わかの育児・子供への教育に対する認識につ

いて 

⇒ 戦後の「独身」女性とフェミニズム 

・ 関東大震災からの横浜復興 ―山下公園を主な

題材に― 

⇒ 観光地としての山下公園の成立 

・ 徳富蘇峰の女性観 ⇒ 近代日本における公娼制度廃止に関する考察 

―長崎県、青森県の事例から― 

・ 競進社による教育活動について ⇒ 近代日本の蚕糸教育 ―教育からみる養蚕業の

近代化― 

・ 近代化における服装規定と服飾文化 ⇒ 明治期の国家体制と洋装化の関連について ―

メディアとしての錦絵の影響― 

・ 「学生帽」消滅の過程 ⇒ 戦前期地方都市の旧制中学における旧制高校設

置の影響 ―長野県松本市を事例に― 

・ 太平洋の島々から復員した「日本人」 ―敗戦、

祖国再興への理想と戦後日本という生き物の膨張 

小野田少尉まで― 

⇒ 占領期 新たなる固定と忘却 ―白洲次郎を中心

に、故郷・歴史の不在について― 

・ 柳田民俗学の教育における可能性と限界 ⇒ 東京ゴミ戦争に関する考察 ―杉並問題がごみ

問題に与えた歴史的意義の研究― 

・ 支配下に置かれた妖怪 ⇒ 予言する妖怪アマビコはどこからきたのか 

・ 戦後から現代における、ジャズの受容と消費 ⇒ 戦後におけるジャズ需要の再定義 ―放送・喫

茶・若者― 

・ 傷痍軍人から見える、日本の戦争観・社会福祉観

の変遷 

⇒ 廃兵の売薬行商行為に関する研究 

・ 北海道における交通網の発達 ⇒ 北海道における遊廓の移転 

・ 1940年代から現在に至るまでの太平洋戦争期の「人

間兵器」全般に関するイメージの受容について 

⇒ 戦後戦争映画に視る加害者的視点と戦後の戦争

受容 
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Ｑ いろいろなテーマがありますね。こうした卒論に求められるのはどんなことですか。 

Ａ 注意すべきは、大学の日本史は高校までの暗記重視とは異なり、考える学問だということで

す。考えるという行為は、常に認識と関係しています。 

この認識というのが実は「くせ者」なのです。ビーカーに水を入れ、そこに割り箸を入れ

た状況を思い浮かべてみましょう。割り箸は、水に入れた部分と水から出ている部分とがゆ

がんでみえます。「ゆがんで見える」は事実です。しかし、「物質としての割り箸はゆがん

でいない」も事実です。つまり、「見える」ことと「実際にそうである」ことには、違いが

あるのです。以上の例は、目の錯覚によるものですが、歴史学の認識レベルでもこれがみら

れます。 

人間は何らかのバイアスをもって物事を見ていますが、どのような色眼鏡で見ているのか

は、個人によっても時代によっても異なりますし、意識しているかしていないかも違います。

過去に起きた事実は現在からは動かしようがありませんが、見方が変われば史実の評価も変

わってきます。三行半はその一例です。かつては、「封建制のもとで妻は一方的に夫から三

行半を突きつけられた」とされ、しいたげられた女性の姿を示す史料としてとりあげられて

いました。しかし、最近では三行半とは離婚を証明する文書であり、これがあってはじめて

再婚できる、と評価されています。同じ史料であっても見方が変わることにより史実の評価

が変わった例です。 

認識のバイアスは、史料にも表れています。同時代の史料だから正しい、ということはあ

りません。近年、新聞やテレビなどマスコミの偏向報道が指摘されていますが、それは現代

に始まったことではないのです。史料についても同様です。そもそも、ある事柄を書き留め

る意図はどこにあったのか、誰が何のためにある史料を残したのか、作成者は受け取った情

報の中から、何を選び何を捨てたのかなど、史料の性格を押さえておくことが必要です。 

もちろん史料の真偽を確認することが重要なのは言うまでもありません。かつては「慶安

の御触書」によって、江戸時代の農民は⼟地に緊縛され、年貢を搾り取られていた、と考え

られていました。しかし、「慶安の御触書」は、後年になって慶安期に出されたとして作ら

れた偽文書だったことがわかりました。厳密な史料批判の結果と言えましょう。さらに、百

姓の旅日記が発掘され、⼟地に緊縛されるどころか、数週間～数ヶ月かけて庶民が日本の名

所巡りをしていたこと、さまざまな観光ガイドブックが作成されてきたことも明らかになっ

ています。埋もれている史料の発掘により、近世の庶民像は変わったのです。 

現代の基準や価値観から過去を裁断するのは正しくありません。各時代の人々の感性・感

覚や価値観にできる限り迫ること、その環境で政治・社会・経済がいかに変容していったの

かを考察することが重要です。そのためには、思想や文学、芸術なども含めた幅広い視野を

持ち、総合人文学として歴史学を学び、文字史料にとどまらず、さまざまな種類の史料を駆

使して卒論に臨んでほしいと思います。 
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３．専任教員を紹介してください 

 

Ｑ 卒論などでお世話になると思うのですが、専任の先生方について教えてください。 

Ａ 文学部では日本史の各時代に対応できるように、古代１人、中世１人、近世１人、近現代２

人の専任教員がいます。また、文化構想学部でも日本史を専門にしている教員が４人います。 

  ａ：担当している主な日本史の専門科目（括弧内は配当年次） 

  ｂ：主な研究業績 

  ｃ：今、関心をもっている領域・テーマ 

 

《古代》 

田中
た な か

 史生
ふ み お

 

ａ．日本史演習１Ａ（2）、日本史演習５Ａ（3） 

ｂ．『日本古代国家の民族支配と渡来人』（校倉書房、1997 年） 

『倭国と渡来人』（吉川弘文館、2005 年） 

『国際交易と古代日本』（吉川弘文館、2012 年） 

『国際交易の古代列島』（KADOKAWA、2016 年） 

『越境の古代史』（KADOKAWA、2017 年） 

『渡来人と帰化人』（KADOKAWA、2019 年） 

ｃ．日本古代史。国際交流史。列島各地の地域的な国際交流と、渡来人や交易者、文字や仏教

など、越境する人や文化の研究を通して、列島の古代社会の歴史的多元性や多様性、国際

性の解明を進めている。 

藤田
ふ じ た

 佳希
よ し き

（講師）※卒論は原則担当いたしません 

ａ．日本史講義３（2）、日本史概論１（2）、日本史演習５Ｂ（３）、武士の日本史 

ｂ．「王権から見た武士 ―武士・将種・兵―」（『早稲田大学大学院文学研究科紀要』59－4、

2014 年） 

「源経基の出自と源頼信告文」（『日本歴史』805、2015 年） 

「武士と六芸 ―仁明朝の特質をめぐって―」（『日本歴史』855、2019 年） 

「六芸からみた乗馬習慣」（『馬と古代社会』八木書店、2021 年） 

「中世の源経基像と武士の系譜意識」（『日本歴史』895、2022 年） 

ｃ．古代・中世史（奈良～鎌倉初期）。武士の成立過程解明をメインテーマとしている。特に、

武士を英雄とする考えや武士への蔑視などの価値観がどのように誕生したのかについて関

心がある。 
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《中世》 

下村
しもむら

 周太郎
しゅうたろう

 

ａ．日本史講義２（2）、日本史演習３Ａ・３Ｂ（2）、日本史演習６Ａ・６Ｂ（３）、歴史学 

ｂ．「九条兼実における天文密奏と天変祈祷」（『変革期の社会と九条兼実』勉誠出版、2018

年） 

「大和国栄山寺領墓山と「栄山寺々中幷山林絵図」」（『よみがえる荘園』勉誠出版、

2019 年） 

「治承・寿永の乱」（『中世史講義【戦乱篇】』ちくま新書、2020 年） 

『図説 鎌倉幕府』（共著、戎光祥出版、2021 年） 

「中世国家論と陰陽道研究」（『新陰陽道叢書 第二巻 中世』名著出版、2021 年） 

ｃ．中世史。鎌倉幕府論から出発し、イデオロギー、心性、街道、戦争、非常時、環境、樹木

観、生命観などをキーワードに、中世の国家論・社会論について研究しています。 

 

 

 

《近世》 

谷口
たにぐち

 眞子
し ん こ

 

ａ．日本史演習２Ａ・２Ｂ（2）、日本史演習８Ａ・８Ｂ（3）、日本史講義５（3） 

ｂ．『近世社会と法規範 ―名誉・身分・実力行使―』（吉川弘文館、2005 年） 

『赤穂浪士の実像』（吉川弘文館、2006 年） 

『武士道考 ―喧嘩・敵討・無礼討ち―』（角川学芸出版、2007 年） 

『赤穂浪士と吉良邸討入り』（吉川弘文館、2013 年） 

河野貴美子・Wiebke DENECKE・新川登亀男・陣野英則・谷口眞子・宗像和重編『日本

「文」学史 第二冊 「文」と人びと——継承と断絶』（勉誠出版、2017 年） 

『葉隠〈武士道〉の史的研究』（吉川弘文館、2022 年） 

ｃ．近世史。恩赦、殉死、武士道論と兵学、赤穂事件と「忠臣蔵」文化の形成・受容のほか、

軍事史的観点から名誉・忠誠・愛国心を日本史・東洋史・西洋史で比較する試み、さらに

19 世紀の軍人と書物の交流を通じた軍事的学知の交錯についても研究している。 
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《近現代》 

鶴見
つ る み

 太郎
た ろ う

 

ａ．日本史演習７B（3）、日本史講義８（3）、日本民俗学、日本環境史 

ｂ．『柳田国男とその弟子たち』（人文書院、1998 年） 

『橋浦泰雄伝』（晶文社、2000 年） 

『民俗学の熱き日々』（中公新書、2004 年） 

『座談の思想』（新潮社、2013 年） 

『リーディングス戦後日本の思想水脈４ 日常からの挑戦』（岩波書店、2016 年） 

『柳田国男 ―感じたるまゝ―』（ミネルヴァ書房、2019 年） 

ｃ．近現代史（思想・文化史）。柳田民俗学とその支持者を分析対象としながら、戦前・戦中

期の国民の生活・思想・文化を、民俗学・文化人類学・文学など多角的視点から研究。 

 

真辺
ま な べ

 将之
まさゆき

 

ａ．日本史講義４（2）、日本史演習４Ａ（2）、日本史演習７Ａ（3） 

ｂ．『西村茂樹研究 ―明治啓蒙思想と国民道徳論―』（思文閣出版、2009 年） 

『東京専門学校の研究 ―「学問の独立」の具体相と「早稲田憲法草案」―』（早稲田大

学出版部、2010 年） 

『大隈重信 ―民意と統治の相克―』（中央公論新社、2017 年） 

『猫が歩いた近現代——化け猫が家族になるまで』（吉川弘文館、2021 年） 

ｃ．日本近現代史（特に明治時代）。もともとは、明治政府の取った「欧化主義」と呼ばれる

思想・政治潮流への反発の動きを研究していたが、近年は、近代日本の政党認識に関する

研究や大隈重信研究、早稲田大学史研究、人と動物の関係史研究なども進めている。 

 

＜参考：文化構想学部＞ 

川尻
かわじり

 秋生
あ き お

（社会構築論系） 

ａ．日本史概論２ 

ｂ．『古代東国史の基礎的研究』（塙書房、2003 年） 

『日本古代の格と資財帳』（吉川弘文館、2003 年） 

『戦争の日本史４ 平将門の乱』（吉川弘文館、2007 年） 

『全集日本の歴史４ 揺れ動く貴族社会』（小学館、2008 年） 

『シリーズ日本古代史５ 平安京遷都』（岩波書店、2011 年） 

『古代の東国２ 坂東の成立 飛鳥・奈良時代』（吉川弘文館、2017 年） 
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吉村武彦・川尻秋生・松木武彦編『シリーズ地域の古代日本 東国と信越』（株式会社

KADOKAWA、2022 年） 

ｃ．古代史。東国を中心とした地域史。日本と中国の比較による法律の歴史。寺院を中心とし

た仏教史。歴史の機微を大切にしながら日本の古代史を考えていきたいと考えている。 

久保
く ぼ

 健一郎
けんいちろう

（社会構築論系） 

ａ．古文書学１・２ 

ｂ．『戦国大名と公儀』（校倉書房、2001 年） 

『戦国時代戦争経済論』（校倉書房、2015 年） 

『戦国大名の兵粮事情』（吉川弘文館、2015 年） 

『中近世移行期の公儀と武家権力』（同成社、2017 年） 

『列島の戦国史１ 享徳の乱と戦国時代』（吉川弘文館、2020 年） 

ｃ．中世史・戦国史。戦国大名における公儀の研究から出発し、中世後期の戦争と経済をめぐ

る人間や社会の動向に関心を持っている。 

伊川
い が わ

 健二
け ん じ

（多元文化論系） 

ａ．日本列島の人類史 

ｂ．『大航海時代の東アジア——日欧通交の歴史的前提』（吉川弘文館、2007 年） 

『イタリア史料の収集および整理による中近世移行期日本史像の再検討』（2013 年、科

学研究費若手研究(B)研究代表者伊川健二） 

『世界史の中の天正遣欧使節』（吉川弘文館、2017 年） 

ｃ．中世・近世対外関係史。中世から近世にかけての知的交流の歴史にとくに関心をもってい

ます。貿易や使節の交換などの直接的な人々の交流のほかに、境界をまたいで間接的に伝

達された情報の量と多様性を追求したいと思っています。 

藤野
ふ じ の

 裕子
ゆ う こ

（社会構築論系） 

ａ．日本戦争史（2）、日本社会経済史（2） 

ｂ．『都市と暴動の民衆史 ―東京・1905-1923 年―』（有志舎、2015 年） 

『民衆暴力 ―一揆・暴動・虐殺の日本近代―』（中央公論新社、2020 年） 

ｃ．近現代史（明治～戦後）。近代日本の都市暴動を中心に民衆史・社会史を研究してきた。

近年では、ジェンダー史・セクシュアリティ史についても研究を進めている。 

 

以上が専任のスタッフです。質問や相談があれば、授業の前後で声をかけたり、研究室を訪ね

てみたりしてください。講義や演習を担当している非常勤講師の先生は、担当の時間帯の前後し

か出校されない場合が多いので、事前に連絡をとって質問してください。 
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４．日本史コース室について教えてください 

 

Ｑ 日本史コース室はどのようなところですか。 

Ａ 日本史コース室には、各時代の基本的な史料や、史料を読むために必要な辞書・年表などが

揃えてあります。日本史コースの学生であれば自由に使用できます。また先述したとおり、

先輩方の卒論を読むこともできます。開室時間には講師や大学院生がいます。日本史コース

ではＬＡ制度を導入しており、授業でわからないことがあったら、大学院博士課程の院生が

担当するＬＡ（ラーニング・アシスタント）に教えてもらえるシステムになっていますので、

積極的に活用してください。 

 

［場 所］39 号館６階 2622 室 

［開室時間］月～金曜日（授業期間中）13：00～18：00 

［E - m a i l］wasedanihonshi@list.waseda.jp 

 

 

 

日本史コース室 

（39号館6階） 


